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っ
て
い
ま
す
n

結
果
が
山
山
さ
れ
れ
し
だ
い

昭

和

五

十

六

年

第

二

回

市

議

会

第

三

、

六

月

出

口

河

内

hz
史
跡
女
譲
歩
道
喜
一
日
持
い
比
一
計

十
一
日
か
ら
二
十
六
百
ま
明
、
問
問
か
れ
、
問
題
一
娘
、
渡
辺

市
内
に
ぷ
花
す
る
史
跡
文
学
跡
地
等
五
十
ふ
れ
年
四
尽
に

um同
絡
で
き
る
よ
っ

緩

正

常

授

が

市

政

…

絞

殺

車

問

を

行

い

ま

し

た

。

一

市

民

窓

議

議

査

を

夜

中

持

議

絡

で

結

U
‘
飲
全
地
7

を
つ
体
制
づ
く
り
を
L
て
い
ミ
子
。

ミ
コ
ニ
テ
ィ
阪
と
問
問
じ
六
つ
め
区
く
ろ
っ
と
い
う
計
紛
で
、
ポ
イ
ン
ト
の
緩
潜
数
は
、
お
い
間
約
一
万
五
千
暗

殺
孫
子
釈
議
土
地
区
画
整
潮
崎
率
岩
君
、
感
際
際
競
問
者

一
地
に
径
九
押
し
、
二

O
歳
以
上
的
男
女
二
時
附
鴻
端
、
約
五
O
か
続
を
曜
ぷ
作
訟
を
を
予
滋
し
て
い
ま
す
t

年
甫
構
築
、
市
民
意
議
綱
取
晶
、
史
録
文
学
滋
歩
道
計
灘
、
一
千
人
を
、
住
民
法
本
内
総
か
ら
鱗
ん
作
為
し
て
い
ま
す
2

そ
の
方
法
J
L
U

市

民

約

千

都

市

計

図

滋

路

に
議
出
そ
、
市
般
会
後
に
わ
た
る
約
づ
く
り
で
行
、
た
、
在
い
さ
)
ど
か
ら
一
一
一
・
蕊
・
一
九
号
線
整
品
開
幕
幾

淑

北

合

滋

域

属

議

擦

の

滋

備

な

ど

十

項

尽

に

の

ぼ

る

二…一ハ〉却損

g
に
つ
い
て
お
答
え
L
た
だ
〈
市
対
で
鎚
滋
さ
れ
て
い
る
市
山
庶
務
党
セ
常
時
世
純
一
k
m
w交
該
部
仁
事
を
中
心
と

広
範
留
に
わ
た
る
削
報
告
で
す
。
…
特
別
憾
で
す
砂
郵
治
友
人
に
よ
り
、
八
月
ン
タ
!
に
お
緩
い
し
て
お
り
‘
ま
も
な
し
た
核
燃
事
業
に
つ
い
て
は
、
托
ト
苅

一
円
ね
か
ら
十
流
mn
ま
で
を
潟
K
W
M
問
問
問
と
く
許
制
田
索
が
で
お
る
予
定
で
ナ
。
卒
後
か
ら
…
a

一
か
年
的
問
問
捺
補
助
事
業
L
C

我
結
綿
子
銭
前
る
一
一
段
い
か
ま
え
で
、
対
効
す
る
害
之
℃
し
て
、
三
後
、
集
計
、
八
万
山
吉
弘
け
い
、
滋
や
巡
の
磯
上
山
ー
と
な
る
E
U
町
民
高
級
以
し
て
緩
め
、
液
晶
、
抑
制
装
工
事
を
晴
氏
約

土

地

復

函

鮭

単

調

捕

す

。

宏

一

月

初

旬

じ

は

ご

報

告

で

き

る

予

定

跡

地

に

つ

い

て

は

、

仮

斡

綴

れ

一

塁

記

し

て

い

ま

す

が

、

八

月

一

一

4

十
一
日
に
交

今
年
渡
的
殴
家
予
訪
は
お
い
て
は
、
絡
総
務
殺
の
実
絡
む
は
ー
一
絞
財
織
で
す
。
念
公
開
酬
と
し
て
活
綴
す
る
た
め
、
本
部
了
す
る
泌
び
と
な
り
家
し
た
。

一
打
務
出
阜
、
補
助
金
め
見
夜
し
簿
、
対
的
特
別
的
一
出
家
持
き
び
し
い
液
状
に
あ
精
練
惜
薄
弱
者
液
中
に
、
綴
府
内
曲
決
定
そ
刊
行
い
、
阪
な
お
、
情
的
路
拐
な
ど
、

2
か
所
内

政
的
存
緩
や
ゑ
本
右
針
と
す
る
な
か
で
、
り
ま
す
が
‘
整
理
家
事
裁
と
し
て
敢
漁
獲
念
施
滋
ち
い
い
有
線
設
警
の
紋
織
に
と
り
か
か
筏
w
閉
鎖
が
六
月
一
ヱ
十
日
に
子
泌
さ
れ

伐
採
チ
絞
前
土
地
即
時
画
経
潔
事
裁
に
つ
い
、
平
織
完
成
に
袴
カ
し
ま
す
。
後
慈
中
部
総
経
総
合
間
開
発
事
務
統
合
る
考
え
で
寸
ョ
て
い
ま
す
の
で
、
七
月
…
日
か
ら
は
、

い
て
も
、
機
助
金
の
大
協
な
冷
却
制
は
泌
総
術
計
密
の
会
め
い
事
織
で
あ
り
ま
す
ニ
の
総
絞
め
殺
叩
謀
議
織
の
お
い
nd
と
し
て
予
定
し
て
い
る
立
体
茎
銭
円
五
制
主
的
な
品
川
付
い
い
よ

め
り
れ
ず
、
対
バ
簡
単
皮
奈
川
一
…

cw沿
線
引
き
の
見
掛
臨
し
は
ョ
中
山
町
中
中
高
借
地
…
慌
に
、
敷
地
源
問
田
氏
…
統
一
蹴
に
つ
い
て
も
、
前
用
方
法
り
、
安
打
数
と
H
日
間
単
純
問
者
的
利
絞

め
事
業
滅
的
配
分
に
k
ど
ま
り
ま
し
た
。
市
街
化
防
域
を
紋
大
し
な
い
知
ぶ9
品
約
一
万
八
千
凶
一
由
化
十
九
平
h
uい
を
取
に
ヴ
い
て
の
溺
流
、
設
計
か
手
る
た
め
‘
者
機
然
す
る
考
え
で
す
。
車
内
場
付
に

そ
内
総
果
、
終
段
持
転
ゆ
片
付
り
す
一
一
本
町
波
及
び
校
術
品
川
準
並
び
に
本
市
内
方
刻
携
し
、
議
成
広
事
ち
』
一
一
mず
し
ま
し
た
E

地
権
品
村
主
的
却
叫
し
合
い
に
マ
ヘ
リ
、
ご
期
つ
い
て
は
、
九
月
一
刊
行
に
供
同
市
を
関
係

一
了
間
口
説
か
一
一
一
了
認
の
フ
ち
、
本
純
一
に
よ
り
司
議
本
的
に
は
、
日
本
復
筑
後
総
滅
的
均
等
は
、
管
理
械
、
隊
後
棟
、
解
が
四
月
ら
れ
る
喜
ヴ
努
力
し
て
い
る
と
す
る
予
定
で
す
“

γ闘
に
つ
い
て
は
、
論
説
李
総
と
し
て
刊
拍
手
事
業
滅
的
総
発
反
域
以
外
は
、
市
体
育
録
、
作
業
棟
、
プ

i
凡

な

ど

が

後

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

憾

の

名

切

に

つ

い

て

は

、

市

撃
し
、
そ
の
応
終
霊
山
阿
を
改
め
て
完
震
に
編
入
し
な
い
こ
と
が
地
粉
砕
す
れ
、
工
事
慨
は
‘
九
億
六
千
八
否
潟
北
合
倫
相
場
図
察
滋
絞
め
皆
さ
ん
か
ら
多
数

ZW停
を
い
た

況
十
六
年
度
後
助
金
地
綴
に
総
み
入
れ
ら
か
に
な
り
ま
し
た
a

万

将

で

、

附

哨

和

五

十

七

年

間

門

的

淘

閣

の

後

備

だ

き

ま

し

た

ふ

刀

、

心

野

谷

紛

」

と

日

誌

て
い
た
だ
け
る
よ
う
協
議
中
で
す
w

な
お
、
今
後
、
浴
料
同
化
区
域
内
朱
制
刊
を
悶
識
と
し
て
事
務
が
進
ん
マ
い
ま
す
九
一
湖
北
台
浄
水
構
内
残
叫
刊
を
必
然
L
、
さ
せ
て
い
た
ど
き
ま
し
た
っ

ニ
れ
が
終
決
し
ま
す
と
、
絞
め
て
本
刻
一
地
の
慾
総
計
一
関
な
ど
に
つ
い
て
理
制
緩
鰭
易
マ
ザ

i
ズ
ホ
!
ム
活
用
す
る
た
め
‘
田
家
、
既
存
疑
問
内

町叫一一一

τ践
を
持
続
…
~
併
殺
・
と
し
て
潜
や
す
を
進
め
令
索
が
ま
と
ま
り
し
だ
い
、
相
悼
の
建
設
後
波
及
び
路
建
上
め
諮
問
然
資
を
行

ゆ
巾
計
漏
出
事
綴
会
に
諮
問
附
し
た
い
と
思
い
老
人
総
投
々
ン
タ

i
内
い
い
鶴
岡
し
て

ま

す

。

い

た

吋

ひ

ま

わ

り

閑

~

告

、

昨

都

夜

、

震
襲
撃
事
業
昨
日
M
m

軒
町
日
鞘
弘
更
生
施
設
の
起
工
式
行
わ
れ
る

;
J
i

ス

河

川

γ
し
は
一
M
Mわ
れ

れ

七

時

官

言

語

織

を

究

協

し

て

い

貯

年

3
男

完

成

め

、

ぎ

し

て

す
。
市
で
は
省
出
向
‘
出
訴
訟
母
方
針
に
し
か
し
、
筆
家
が
に
誠
一
棟
地
官
民
六
万
一
上
校
、
器
町
一
部
一
一
仙
波
制
訟
も
符
之
、
仕
守
一
階
、

γ
ん
‘
払
川
目
的
芝
、
入
安
心
品
目
一
日
ハ
ほ
お
初
ぷ
ヘ
二
一
二
0
ト

品
づ
き
、
亮
山
市
総
訟
に
重
炉
開
γ
φ
~
淡
い
た
不
ぬ
か
z

旬、

L
P
分
な
指
移
が
て
き
な
い
綴
訟
の
桜
之
式
が
、
市
内
中
的
司
曲
目
棋
に
陵
出
制
で
き
る
子
一
千
い
れ
ギ
カ
げ
の
中
山
時
イ
名
T
す
が
、
将
来
的
に
は
行
一
一

i
れ

一

一

一

(

一

週

マ

総
円
余
を
様
仙
喝
し
ま
す
a

状
況
に
み
り
ま
す
め
で
、
本
年
庶
務
世
南
町
一
械
設
予
定
地
交
付
b
れ
ま
し
と
。
人
な
ど
も

A主~i嘉手車J( l暫口をと"i:からE謹む

総
背
蹴
H
T
Z
一
+

宵
闘
方
向
児
家
主
山
間
丹
念
同
引
に
よ
る

マ
ン
モ
ス
校
円
山
静
哨
川
内
f
向

的
学
校
続
料
以
や
体
力
山
川
ー
の

た
め
に
M

県
内
法
試
州
場

7
1

九
一
・
ゑ
制
川
添
埼
を
一
総
長
'
し
ま

す。
まれ
j
J
M
会
教
育
訂
以
朗
八
の

た
め
に
も
陥
地
域
附
問
書
館
を
将

熊
し
、
ハ
ム
叫
ん
抗
出
品
段
い
い
は
州
人

。
総
本
A

小
学
校
油
暗
殺
事
業
〈
一
年
縫
い
下

塗
賢
一
五
億
九
子
九
れ
万
河
一

り
絵
本
小

F
校
以
内
運
勲
冷
後
殺
事
業

↓
的
八
千
間
百
万
m門

り
絵
本
小
ザ
校
プ
ル
栓
円
以
併
設

八
千
…
…
百
万
m
円

nd
湖
北
台
中
学
校
日
明
築
事
幾
何
倍
ヘ

干
一
一
行
判
庁
内

功
幣
制
的
一
点
均
時
格
設
宇
釆
〈
白
山
中
手
日
以

湖
北
中
学
校
)
…
干
t

八円

u
m

口
一
湖
北
h
鳩
山
城
間
凶
書
柏
崎
出
品
ド
事
業
(
叶
湖

北
れ
市
水
場
事
務
山
γ
を
必
ム
し
は
み

的
聞
と
し
て
利
則

L
ま
す
~
λ
f
し
九

百
万
円

ヤ
市
民
防
添
削
附
と
持
制
同
会
銭
円
川
凶
引
け

時
的
人
悦
一
千
じ
い
付
万
円

、〉翠
1
k
F島
U
μ
%引
生
へ
わ
f
h

ごと
J
E品
J

〈
ゐ
q

J
〆

i
u
b
モ

H
J
J
S
a
d
z
-
s

f
刀
山
内

ハ
ソ
段
以
削
減
跡
治
問
次
官
広
州
滋
々
代

…ず行一円

ハ
リ
い
じ
た
作
法
持
品
川
川
市
担
制
先
A

H

A

H

U

山内

心
史
跡
文
7
液
中
道
北
総
ド
お
〈
捌
同
市

Y
J

…

i
J
i
 

f
」

一

f
f
n
r

ロ
レ
刑
依
冷
山
間
約
五
刊
出
巡
動
広
埼
核
陥
事

業

一

FUM叫一

間
醐
問
問
櫨
療
保
険
務
韓
日
+
九
機
九
千
=
…

冨
方
向
川
同
日
パ
健
康
保
冷
は
会
w
口
弘
と
め
帥
出
向
明

保
険
じ
い
加
入
、
で
き
弘
い
人
々
庁
病
父

ゃん
7

カ
を
し
た
時
に
粍
情
的
な
ね
民
間
ム
刀

告
し
で
ち
軒
く
で
す
ね
よ
う
に
~
汀
E
U

災
刊
は
鋭
敏
伐
の
二
一
刻
)
校
内
以
か
」
り
そ

内
校
入
に
忠
仁
て
保
燃
料
…
を
出
し
合
い

そ
し
て
山
内
や
燃
か
ら
の
出
開
叫
制
令
LFγAH
せ

て
絞
栂
伐
に
あ
て
よ
う
と
い

7
初
日
扶

助
判
別
涯
で
守
勺

。一

mw吋
蛸
刊
し
:
ハ
捻
九
子
打
H
H
m門

む
し
ハ
叫
組
阪
磯
崎
同
一
阪
市
保
税
一
一
ω

万
九
千
問
一

を
紛
え
る
分
に
つ
い
て
十
初
給
付
)

侍
利
子
ド
れ
H
万
円

ロ
鈎
議
拘
刊
一
…
州
川
ト
万
円
給
付
)

4

一τmmれ
万
円

C
務
九
一
代
一
一
件
日
い
ね
万
円
払
W
H
H
〉

仁
何
万
円

園田て田頭Irl園

i、.鼻i・
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態
花
す
る
需
少
年
非
好

待
合
年
内
非
行
が
喰
令
会
出
国
で
悶
附
朝
夕
を
辺
、
之
、
絞
も
悦
附
く
な
っ
て
い
ま
ナ
ω

と
な
咋
て
い
ま
す
。
校
内
、
家
総
内
装
ま
た
、
年
紛
の
儀
作
ぬ
が
、
部
々
若
L

力、

y
ン
ナ

i
政
び
‘
懇
走
桜
な
ど
め
く
な
っ
て
い
ま
サ
e

と
く
に
、
ト
閥
、

文
字
や
A

沿
線
が
‘
ト
河
口
u
の
よ
う
に

g
や
蕊
絞
め
余
年
の
非
行
ル
叫
が
問
問
立
っ
て
き

口
吋
に
入
っ
て
慧
ま
す
。
て
い
ま
す
a
に
の
た
め
、
中
学
ゑ
に
よ

歩
年
鼻
持
は
ニ
ニ
十
年
で
一
殺
高
る
党
山
崎
市
内
暴
力
、
校
内
器
カ
も
増
え
て

昭
和
五
十
ぷ
年
聞
は
の
ι
Z
9
年
内
冷
に
い
ま
す
G

よ
れ
ば
、
認
和
五
十
間
関
部
伎
の
会
問
閣
の
近
辺
で
も
急
増
中

刑
法
制
燃
や
」
縦
十
数
は
滋
去
十
年
倒
的
絞
尚
一
一
問
符
綴
渋
管
内
で
は
、
少
年
犯
躍
が

を
い
記
録
し
ま
し
た
か
し
か
も
、
問
祁
開
門
昭
利
五
十
年
、
一
一
行
一
一
ト
三
件
け
か
ら
…
…
一

I
八
年
か
ら
は
増
加
の
一
議
を
た
ど
っ
百
山
間
十
閲
件
~
と
五
寸
%
揃
憎
い
閣
し
ま
し

て
い
ま
す
c

制
淡
犯
少
年
教
を
人
ね
比
た
。
そ
の
内
総
は
、
窃
盗
が
叩
一
…
W
M
む件げ

で
日
凡
る
と
‘
戦
後
で
は
、
問
川
和
二
十
J
ハ
と
絞
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
w

ま
た
‘

年
、
一
一
子
九
年
に
つ
い
で
第
一
式
的
ピ
!
小
ノ
年
ぐ
撚
奈
良
行
為
的
数
も
司
約
制
瓦

け
。
一
い
力
的
地
殺
は
「
ム
円
チ
め
す
に
滋

っ

て

そ

ん

な

こ

と

は

し

な

い

。

相

手

め

内

分

的

進

む

べ

き

叫

駄

を

凡

出

せ

る

よ

う

定

り

出

L

K

め

は

、

中

γ
一
一
年
ぬ
れ
仇
相
交
わ
ら
ケ
い

J
フ
仁
一
パ
い
ま
し
と

子
と
も
に
そ
そ
円
か
υ

さ
れ
た
ん
叫
に
は
L

力
を
校
し
て
や
れ
ソ
た
い
も
め
州
、
す
り
ん
ら
終
ち
っ
と
す
る
附
で
し
た
レ
長
男
允
、
従
ぷ
に
伸
叫
礼
金
と
か
ら
し
た

2
取
り
合
わ
な
か
っ
た
と
い
う
e

A

晴
雄
官
悪
四
軒
滋
令
お
ち
ん
と
教
え
て
い
の
伐
か
い
リ
タ
パ
ロ
が
出
て
さ
ん
的
ぞ
季
、
ポ
ケ
y
a
?
の
中
め
タ
パ
フ
小
山
村
な

ま
す
か
叱
る
デ
さ
と
与
は
、
域
総
と
そ
れ
ま
で
は
司
託
、
ヲ
ニ
と
も
よ
く
問
問
見
つ
け
て
は
、
し
か
ノ
た

η
し
ま

一

番

大

切

か

悼

の

は

家

庭

仲

間

中

耽

を

も

っ

と

叱

る

こ

と

が

火

切

で

す

P

き
、
成
刊
で
常
に

1
5
2の
い

ま

す

ま

す

、

以

?

主

主

計符

h
y
年

内

陣

地

全

育

成

に

と

っ

て

、

一

成

以

拭

ぷ

応

じ

て

物

ご

と

の

わ

け

を

説

明

わ

ゆ

る

か

い

い

f
'
で
し
た
。
タ
パ
コ
な
か
で
ョ
あ
る
日
、
知
り
介
い
め

接
大
切
な
依
然
は
家
庭
で
す
。
努
総
数
L
、
千
ど
も
が
山
村
い
り
判
散
し
、
行
動
で
川
び
と
つ
に
郁
夫
が
絞
ら
れ
る
開
山
口
、
し
ん
に
そ

A
Y
E
-を
総
統
し
ま
し
た
山

t

十
年
約
千
々
ぷ
一
石
一
卓
上
…
一
仲
ム
ヤ
旬
、
昭
和
制
門
的
綴
議
殺
は
、
殺
も
が
緩
め
て
い
る
ね
た
ち
に
と
っ
て
後
も
総
本
的
な
多
る
よ
う
呂
常
然
、
摘
の
な
か
で
育
て
ま
川
た
。
五
人
に
も
的
怖
く
し
か
っ
て
も
ら
い
る
と
2
J
rい
た
子
と
も
を
持
分
仰
い

わ

手

間

年

的

手

間

件

へ

と

情

以

上

の

と

こ

ろ

で

す

才

人

間

問

機

同

開

は

州

司

主

的

関

係

字

。

こ

し

よ

う

a

…

ま

し

た

、

…

桔

的

タ

パ

フ

に

、

私

は

い

は

め

て

、

そ

内

り

ク

か

ら

世

L

J

ど
伸
が
を
一
一
小
し
ま
し
た
:
な
か
で
も
顎
娘
、
に
も
か
か
わ
ら
い
ず
、
子
ど
も
の
自
殺
、
公
明
子
が
と
も
ぷ
撚
〈
概
念
に
つ
い
て
、
経
殺
は
人
生
の
先
畿
と
し
て
、
韓
え
ず
山
正
'
グ
内
レ
ゴ
フ
ん
を
拭
り
旬
以
努
は
み
出
る
と
.
埋
出
も
開
聞
か
す
1
1

U

い
夜
警
な
ど
が
治
立
っ
て
い
ま
す
お
支
出
、
芸
術
否
、
喜
内
株
主
ど
穏
で
あ
り
、
チ
で
あ
る
ニ
と
に
つ
い
て
、
暴
露
の
向
上

ι妻
、

毒

装

川

は

、

心

告

が

を

ゆ

挺

進

し

た

叫

と

い

よ

は

、

ぢ

か

え

Q
f

(
療
関
出
は
ど
ニ
に
さ
ま
ざ
ま
な
間
総
が
.
い
わ
中
る
令
誌
も
う
一
夜
帯
、
え
て
み
ま
し
ょ
う
円
き
る
姿
宝
ヂ
一
し
て
い
ま
す
か
子
ど
も
川
私
た
ち
ゃ
鐙
任
に
も
強
い
不
阿
川
崎
山
を
を
合
的
情
家
族
一
一
人
一
人
的
心
苧

け

い

事

李

総

選

頁

塁

議

会

で

の

調

達

“

に

多

く

発

殺

し

て

い

る

の

意

す

ら

ぎ

と

裏

蝉

家

主

る

護

議

芸

品

り

に

は

な

ら

な

い

が

、

な

ら

せ

て

い

っ

た

よ

う

む

す

m

y

ン
ナ
っ
て
や
ろ
フ
と
す
る
気
持
も
が
ん
m

ま
災
問
問
を
紹
介
L
ま
寸
ゐ
は
な
ぜ
で
し
ょ
ぬ
っ
か
。
で
す
か
州
総
は
、
殺
と
尊
敬
に
よ
る
細
川
の
や
る
判
明
り
に
な
っ
て
い
く
と
い
わ

me--議
び
、
協
害
事
件
と
、
…
一
、
一
二
度
脅
し
ι
紙
、
?
的
。
と
に
か
く
あ
せ
ら
な

川
本
大
明
章
一
人
的
支
予
な
の
で
、
幼
苦
柔
、
主
主
問
凶
行
動
が
一
軟
に
よ
っ
て
、
せ
め
て
チ
ど
も
に
れ
ま
す
む
き

ι、
警
で
教
有
す
る
山
ま
ら
な
お
し
が
あ
り
ま
し
た
防
ま
ま
を
数
字
る
つ
も
り
で
護
つ

γ

兇
の
頃
か
ん
り
織
的
情
に
育
て
も
体
総
も
た
起
こ
る
ま
で
‘
気
y
か
ず
に
段
級
ご
し
安
心
的
仰
と
総
蛸
刷
協
を
た
す
え
る
こ
と
が
で
と
い
う
ニ

2
で
し
ょ
う
ゐ
川
た
、
ね
の
サ
イ
フ
か
ら
燃
ワ
て
お
金
を
み
れ
ば
t
と
」
詩
わ
れ
ま
し
た
〉

山
が
た
び
加
え
て
き
た
む
し
か
も
父
親
と
て
し
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
か
ら
ち
ま
す
。
争
家
庭
位
、
殺
と
亭
が
と
も
に
繋
い
で
問
紋
い
て
は
、
γ
!
ム
七
/
タ
ー
に
入
り
萩
は
も
る
ほ
ど
ー
と
円
い
い
ま
し
九
%

称
し
て
、
成
分
的
心
は
子
ど
も
に
綴
終
杏
と
と
議
わ
れ
て
い
ま
す
e

そ
し
て
、
由
州
事
ま
い
&
の
な
が
に
争
也
、
…
人
的
人
い
く
も
mw
で
す
問
視
も
人
関
む
ず
ロ

t
m
け
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
α

溺
と
て
み
れ
ば
、
必
町
長
男
が
玄

作
れ
て
い
る
と
添
っ
て
い
た
ぬ
禁
起
こ
る
と
、
ー
ま
き
か
、
ラ
お
鰐
と
し
て
主
義
滋
L
て
育
て
て
い
点
も
あ
り
ま
し
ょ
う
の
現
支
間
と
し
な
問
一
一
?
学
校
内
攻
守
下
が
り
ま
ら
、

ω

よ

い

子

必

喜

子

山
問
主
ろ
が
、
高
校
に
入
っ
た
械
か
ら
子
に
淑
っ
て
仏
「
な
ぜ
、
あ
の
お
と
な
ま
す
が
満
期
剰
な
期
待
付
子
い
と
も
を
オ
て
出
現
M
炊
き
る
よ
7
努
め
る
こ
と
は
古
川
一
山
山
し
ま
し
た
勿
‘
る
チ
命
的
ワ
ク
ド
い
じ
勺
か
り
あ
て
け

堵

口

ん

だ

ん

と

霊

的

に

な

り

ぶ

ま

む

し

い

Ze
い
と
あ
わ
て
て
し
ま
い
が
ト
ォ
ド
さ
せ
た
り
、
書
だ
け
つ
く
み
子
ど
も
に
と
J
K
き
こ
と
で
す
叩
ー

;
~
ι
i〉
i

t

J

j

j

J

?

;
;
:
!
?
 

断

定

手

伝

J

こ

れ

か

ら

は

れ

立

し

ち

で

す

白

う

よ

る

子

ど

も

に

浪

い

こ

ん

で

い

き

22そ
う
な
れ
る
よ
う
管
て
る
の
が
、
制
寸
ま
と
義

M
Z組
定
〓
討
の
む
ぷ
怨

?
u
u
r
J
U山
川
け
い
れ
計
十
司
法
れ
い
ね
い
十
日
日
日
刊
日
γ
口
一
一
時
打
が
れ
日
引
い
パ
い
れ
れ
一
一
一
い
れ
わ
ド
…
わ
か
A
M

て
や
る
芯
ど
が
大
切

J
恥
の
で
は
な
い
か
と
怒
わ
れ
た
な
い
ま
せ
ん
か
n

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
成
後
も
ぷ
れ
て
い
き
ま
す
α

め
令
う
こ
と
が
、
科
会
京
協
を
し
て
い
吋
ヘ
長
男
を
非
行
か
ら
救
っ
た

A
さ
ん
(
繋
治
思
の
体
験
批

J

ゴ
プ
ス
1
7
で
自
転
車
約
ス
ピ
ー
ド
メ
さ
時
的
言
、
お
と
な
し
く
な
る
に
骨
子
ど
も
特
筆
算
皇
解
L
、
燦
く
う
え
で
の
銭
高
な
ル

l
ん
で
も
あ

Tフ
と
ば
か
り
し
て
い
ま
し

P
3
2
5誌
が
反
対
す
る
み
ミ
工

b
う

i
タ
ー
を
万
引
き
し
た
小
山
中
必
内
二
人
を
せ
よ
、
子
ど
も
の
不
満
は
ぶ
り
ま
す
。
品
砲
を
綴
め
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
が
り
ま
ナ
G

山
シ
イ
ど
け
で
、
南
京
め
な
か
に
辻
告
し
も
し
た
い
し
に
怨
っ
て
も
ぜ
き
な
い
、
ふ

白-

T
滞
緩
嫡
日
目
が
つ
か
ま
え
た
が
、
ま
る
で
絞
ま
す
、
設
ら
の
祭
純
一
寺
中
り
巡
っ
て
ん
に
T
V
も
は
お
ど
な
の
小
慢
で
は
あ
り
零
括
的
合
か
に
も
さ
分
的
問
手
渡
部
山
川
滋
か
ん
む
ど
な
か
っ
た
わ
け
む
す
。
町
内
な
砂
γ
と
し
て
育
ち
ま
し
ぺ
L
か
!

必
そ
省
内
憶
が
鯨

ら

鰭輯鱒

間
同
学
校
に
行
く
の
が
い
や
だ
と
削
紘
一
?
築
献
し
い
先
生
手
を

の

花

笠

(

中

一

一

一

潟

/

や

後

や

友

だ

ち

と

き

は

い

つ

で

寸

か

均

出

す

先

生

{

小

六

立

)

H

V

い
与
す
る

の

ニ

と

〈

中

一

一

立

)

話

し

か

け

ら

れ

議

友

だ

ち

に

か

わ

か

わ

れ

た

り

h

な
先
ゑ
(
中
ニ
'
さ
い
つ
ま
で
も
く
ち

て

も

し

ゃ

べ

け

た

く

な

い

と

き

は

織

ぐ

ら

れ

允

り

し

た

と

き

(

小

六

女

)

い

ね

す

ち

ho
与
品
先
生
(
中
一
一
一
努
)
険
気

械

し

て

い

る

(

中

三

宮

川

滋

協

同

こ

校

し

て

き

て

摘

出

れ

な

か

っ

た

と

き

(

小

く

さ

い

先

生

(

中

…

燃

)

教

え

方

が

と
や
体
内
的
こ
ー
と

e
u常
生

吋

倒

的

こ

六

男

一

党

ゑ

に

お

こ

ら

れ

た

と

与

(

中

へ

た

な

先

ゑ

企

向

二

一

女

)

蛸

か

ら

押

と
は
、
ゐ
ま
り
し
ゃ
べ
ら
な
い
(
滋
一
一
一
野
ご
γ
ス
ー
が
あ
る
と
手
(
中
一
…
閉
吋
J
え
つ
け
て
話
会
応
酬
聞
い
て
く
れ
な
い
光

一
一
一
女
一
ど
ミ
し
て

ι行
き

ヴ

求

っ

た

友

だ

ち

と

け

ん

か

し

た

と

き

〈

中

三

女

)

生

〈

W

尚
一
一
宮
)

ら

、

ん

寸

、

ち

在

阿

間

附

い

て

'

、

、

¥

1

、

ゐ

J

}

1

悶

問

附

今

の

脊

市

世

y
知牢牛附燃附

飢恥軒許恥軒七川り、一詰詰弓川日詰弓仁民吟汀弓)一子どもたちは今際吋翻羽ぺ守守リ111
」長

f
炉

f
写
:

吋リ

η-一;江一一は一げ日パρピγU…は悶パ汗詩刊品幻市内の小?.φ.官
高

間

一

較

校

霊

仕

生

叫

主

に

簡

き

ま

し

た

糊

勢

搾

昂

偽

伽

答

?

符

4
t
1
伊
し
J
d
M
Y
し
ま
毒
、
つ
♂
dU
仁
絡
M持門和

す
c

(
官
符
附
二
主
)
問
岬
や
干
帥
絞
山
で
訓
来
哨
し
い
と
各
は
い
う
で
す
開
削
い
ど
ん
な
光
訟
れ
が
好
き
℃
す
か
a
に
問
料
い
人
だ
と
慾
う
臼
ま
た
、
今
市
川

問

問

一

問

符

へ

の

希

望

は

か

コ

答

教

科

蜘

怖

に

絞

っ

て

い

な

い

大

切

な

宇

山

町

絞

殺

に

も

問

揺

が

あ

る

と

出

仙

寺

務
短
気
を
な
お
し
て
ほ
し
い
(
小
緩
み
ん
な
と
議
ぶ
と
さ
(
小
六
k
d

こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
先
生
(
小
山
女
}
(
中
三
男
}
附
門
む
鈴
力
を
ふ
る
わ
な

六
女
コ
ぷ
人
兄
弟
で
4
K
と
け
ん
か
お
も
し
ろ
い
M
M
業
の
と
き
〈
中
治
P

用
問
)
掠
み
時
間
に
…
絡
に
遊
ん
で
し
れ
る
先
く
て
も
と
思
う
け
ど
、
中
一
流
よ
り
、

し
て
も
下
と
け
ん
か
し
て
も
際
村
ん
け
ん
A
だ
ち
と
し
ゃ
べ
叩
て
い
る
と
き
げ
中
(
小
五
努
〉
織
の
わ
か
る
先
ゑ
{
中
そ
れ
を
尚
見
守
る
人
に
間
同
議
か
あ
る

お
こ
る
。
遊
間
判
し
な
い
で
ほ
し
い
(
ス
女
川
ク
ラ
ブ
活
動
{
中
一
間
部
}
お
弁
お
お
ら
か
で
か
た
い
こ
と
を
言
{
中
…
一
…
女
)
学
校
的
疑
問
が
識
し
い

小
六
男
て
ア
レ
ト
い
ば
か
り
見
て
い
な
滋
の
時
間
戸
中
一
一
女
)
友
だ
ち
と
し
ゃ
〈
中
の
で
そ
め
佼
発
ヒ
ゃ
な
い
か
れ
れ
品
(
向

い

で

、

っ

て

い

る

と

き

な

し

B

二
女
)

き
る
殺
に
な
っ
て
ほ
し
い

小
北
ど
ち
み
た
い
心
仰
で
も
滋
せ
る
坊
に

な
っ
て
は
し
い
(
中
一
一
主
…

帥
勉
強
や
服
装
の
こ
と
あ
い
ヲ
る
さ
く
議
わ

な
い
や
、
は
し
い
(
出
一
一
一
喝
v

納
得
い
く

よ
う
な
し
か
り
匁
を
し
て
く
れ
〈
縦
一
一

興
〉
く
と
く
ど
一
帯
わ
な
い
で
ほ
し
い
ら

二一両ゴ一宮川
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情調官参
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ス
カ
ウ
ト

子
葉
県
第
将
語

ず
i
ル
ス
カ
ウ
ト
ヂ
紫
県
第
四
十
笈
一
一
一
日
の
ふ
向
袋
、
革
長
部
門
は
ご
治
問
…
日

図
が
殺
孫
子
敢
に
生
ま
れ
た
め
は
、
開
市
内
野
地
問
}
が
行
わ
れ
ま
す
。

相
況
十
一
年
間
出
弓
.

A

ザ
拙
十
で
油
開
五
年
に

な
ヰ
ま
す
a

リ
i
ダ
l
一一名、回出最前財舛

箱

畿

員

六

名

、

ス

カ

ウ

ト

数

十

六

名

主

主

詞

1

閏
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
d

r

連

韓

協

議

は

185塁
、
人
と
め
ま
じ

待
合
年
相
談
員
同
同
平
総
県
だ
け
の
続
料
引
っ
た
ワ
、
青
少
年
綴
品
悼
の
組
織
化
地
わ
り
」
「
自
然
と
と
も
に
」
の
一
一
一
本
的
校

庭
で
す
。
人
間
彬
終
に
と
っ
て
大
切
な
育
成
に
制
貯
め
て
い
ま
す
む
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
で

時
間
酬
明
、
為
る
胤
阿
世
年
と
、
と
も
に
導
ぴ
、
ま
た
‘
こ
れ
を
町
内
滑
に
綴
滋
す
る
た
め
総
数
と
辻
異
な
り
、
務
年
齢
築
図
的

と
も
に
誇
り
、
青
山
J
μ

停
め
よ
後
相
相
談
相
時
、
機
談
員
辛
廷
で
議
官
柑
協
議
会
を
つ
中
で
ゲ
ー
ム
す
る
よ
う
に
楽
し
み
な
が

予
と
な
り
、
育
会
略
的
強
全
育
成
に
努
く
り
、
掴
制
緩
災
機
鋭
的
遼
絡
総
務
党
廿
ら
社
会
的
…
箆
と
し
て
の
役
鱗
多
弁
に

め
る
こ
と
を
響
と
し
て
草
寺
れ
ま
っ
て
い
ま
す
。
協
議
会
話
レ
ク
レ

l

つ
け
て
い
く
円
で
す
。

し

た

み

シ

翁

ン

部

、

広

縁

務

、

体

背

総

が

あ

り

、

鈴

丹

の

集

会

は

ぷ

本

め

い

枕

を

基

と

し

犠
在
、
市
に
は
六
十
名
持
者
h
y
年
籾
務
合
年
キ
ャ
ン
ブ
、
子
ど
も
映
街
念
、
て
立
て
ら
れ
た
年
間
ず
口
グ
ラ
ム
に
そ

銭
買
が
市
長
約
機
絡
寺
つ
け
、
娘
知
市
常
オ
リ
品
ン
テ
i
リ
ン
グ
大
会
や
液
'
晶
、
っ
て
一
…
燃
か
ら
m
出
回
行
わ
れ
ま
ふ
た
ま

か
ら
融
制
緩
事
れ
て
い
ま
す
。
為
抽
地
隠
の
に
は
柑
相
談
賞
金
孫
で
非
行
化
仲
間
止
パ
ト
た
、
鳩
滋
な
制
訓
練
的
祭
火
燃
と
し
て
、

緑
h
y
年
抑
制
議
員
は
、
資
h
y
年
間
制
題
全
夜
間

i
ル
な
ど
を
衆
絡
し
て
い
ま
、
て
蕊
に
は
キ
ャ
ン
プ
(
年
合
前
田
聞
け
は
ニ
協

に
わ
た
り
お
組
帆
に
応
じ
て
訪
露
指
鳴
を

A
m
混成

書
留
円

A

仙
波

市 iニi孟捧〈の務少年f!ll体がゐ号、活発lこ滋喪主Lていますσ;苦
喪主的形態はそれぞれ遭いがあ丹ますが、警警少年のf連会事華民主どい
う闘機にかわちはありま宅金ん@違う草書舎のものがお互い的役害時
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体の意畿がある的ではないでLょうか。以下l二、本格で活動 L

ている背少苓図体的一線喪紹介Lます e
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子
ど
も
ム
縮
努
成
会
進
路
綴
織
A

設は、

開
哨
創
刊
双
十
卒
、
市
内
泌
総
域
内
子
ど
も

A

習
が
鐙
全
な
発
援
を
ナ
る
こ
と
を
め
害

し
て
発
沼
地
し
ま
し
た
。
相
判
校
は
附
間
十
一

の
予
ど
LYA可
申
が
、
研
修
余
、
滋
営
会
、

行
事
な
ど
を
共
郊
で
災
地
冊
し
て
い
ま
す
。

拙
甘
に
綾
必
は
、
子
ど
も
た
ち
が
縫
分

た
ち
マ
滋
殺
で
き
る
子
ど
も
会
に
す
る

た
め
、
年
合
指
導
務
的
資
盛
時
に
蚤
点
を

淡
い
た
事
象
や
、
織
に
ゆ
T
ど
も
念
活
動

の
あ
り
方
配
線
開
静
し
て
も
ら
う
た
め
の

繕
峨
断
念
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
と
、
鐙
拙
倒
的
光
燃
と
、
一
人
で
も

多
く
の
4
宙
開
刷
が
行
事
に
審
議
で
語
る
よ
ス
ポ

i
ヴ品
J

年
磁
は
、
自
分
ゆ
織
的
住

う
に
と
、
ブ
ロ
y
ク
活
動
も
機
密
約
に
む
燃
や
線
級
を
基
殺
と
し
て
対
坐
年
が

日
付
わ
れ
て
い
ま
す
2
{

淡
縦
六
ブ
ロ
ァ
ク
}
閥
的
を
も
っ
た
滋
数
を
港
刑
期
的
問
、
継
続

主
主
年
四
家
殺
と
し
て
ほ
次
的
占
つ
約
に
、
ス
ポ
ー
ツ
す
グ
議
し
て
行
う
グ
ん

な

も

の

が

あ

り

ま

す

。

ー

ず

で

す

。

ス

ポ

i
ツ
を
弘
糊
し
て
、
心

③
小
学
六
年
生
品
川
弘
艇
に
年
な
隠
の
ジ
ュ
も
体
も
捕
時
療
で
明
る
く
、
よ
り
良
き
校

品
ア
ワ

i
ダ
簿
削
閥
会
会
人
と
し
て
榔
持
て
る
た
め
、
五
十
五
部

。
年
五
回
倒
的
ぷ
年
生
誕
努
会
に
発
足
し
ま
し
た
&

怨
親
密
対
象
に
年
六
闘
の
級
機
数
講
習
綴
総
集
治
的
中
か
ら
、
社
会
性
を
軒
丹

念

て

、

心

の

淫

か

な

人

間

同

形

成

を

間

百

し

ガ
そ
し
て
地
域
社
会
的
中
で
の
然
動
な
ど

も
行
わ
れ
て
い
草
す
。

判
凶
は
、
市
ス
ポ

i
ヴ
昨
年
苅
、
出
酢
ス

ポ
i
ツ
企
部
川
閥
、
日
本
ス
ポ
I
ヴ
昨
年

期
出
へ
の
登
録
を
も
っ
て
い
閣
制
捕
し
た
閉
山
に

よ
っ
て
組
殺
害
れ
て
お
り
、
現
作
悦
.
嗣
則

的
品
ご
十
七
附
川
、
サ
y
カ
i
一
点
閥
、
ミ
ザ
一

パ
ス
ケ
ヮ
ト
二
問
、

A
日
丸
嚇
制
一
開
山
喜

一一一十二司叫が
h

加
盟
し
て
い
ま
す
6

vmい
合
品
双
山
開
機
体
育
課
借
八
五

l
一一

子孫我

泉
啓
社
会
入
者
宙
開
放
.
十
る
た
め
、
「
人

胸
骨
片
飽
康
同
投
航
路
、
奉
仕
」
的
開
問
本
仲
間

を
中
心
と
し
て
活
動
す
る
ポ

1
イ
ス
カ

ウ
T
絞
孫
子
第
一
箇
は
間
間
約
側
十
一
年

一
向
一
月
発
足
し
ま
し
た
。
発
足
当
時
は
ふ
l

…
名
的
合
年
と
や
名
丹
成
人
指
将
棋
切
で

構
成
す
ゐ
小
ち
な
開
山
で
し
た
が
、
緩
や
仕

は
小
学
一
一
一

s五
年
患
の
の
ブ
徐
二
陣
、

小
学
五

i
中
舷
士
一
部
生
の
ポ
i
イ
紋
…
一

説
、
官
同
校
鋭
的
シ
ニ
ア
除
、
大
学
生
内

問!?るパ

i
問
時
計
六
隊
、
計
一
日
十
名
mu
ス

カ
ウ
ト
と
間
四
十
八
名
丹
波
人
指
嘩
仏
偶
者

間
略
す
る
大
器
な
開
闘
に
成
長
し
ま
し
た
b

こ
の
間
川
町
五
十
二
年
に
は
湖
兆
万
一
期
に

畿
二
簡
を
、
五
十
緩
和
吋
じ
は
つ
く
し
紛

糾
々
磁
を
第
三
紛
と
し
、
口
品
弟
間
合
分
川
向

，V
て
い
ま
小
宮
俗

多
〈
的
隊
民
辻
社
会
人
と
し
て
換
立

ち
、
現
在
の
ス
カ
ウ
ト
も
キ
ャ
ン
プ
や

ハ
イ
キ
ン
グ
口
一
活
気
な
活
動
を
緑
川
州
し

ニ
の
ほ
か
に
も
‘
ユ
ユ
勺
フ
綜
金
、

総
来
的
は
り
合
い
務
哉
、
邸
機
訟
の
ん
市
財

務
住
な
ど
さ
ま
す
ま
な
活
動
ゃ
行
っ
て

い
ま
す
。

告砂悩子
宮撃み供

雷嘩 E
v臨:翌
著書 i)! 
Z務官
へは

ゑユニセア募金も大切な活動

h
y
年
セ
ン
タ
ー
辻
五
十
五
年
間
丹
に

問
問
絞
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
を
中
学
校
U
ほ

ん
内
つ
に
分
け
て
、
五
十
九
人
向
指
嘩
問
問

が
出
向
銅
線
機
に
島
た
り
‘
非
絞
め
四
十
出
制

発
見
、
後
識
に
努
め
る
と
と
も
に
、
脊

h
y
年
が
臨
地
金
に
育
っ
て
い
く
た
め
の
機

械
叫
づ
〈
り
は

L
努
力
し
て
い
ま
す
ら
市

内
に
向
山
肌
拙
胤
守
れ
て
い
る
有
得
的
制
慾
e科
動

隊
海
時
械
の
追
放
争
中
八
、
き
な
仕
事
で
す
。

ま
た
.
世
一
年
セ
ン
タ

i
但
相
談
窓
一
で
は
完

全
年
に
附
附
ナ
る
M
M
A
事
、
国
剥
り
務
な
ど

の
合
年
制
問
談
を
受
け
つ
け
て
い
ま
す
む

少年相談
@篠遜木礎お

e午前10君事~午後3ft寺

@市民会館内
9年センデ醐綴~宣tpし

v
urw 

v

つ

か

の

有

事

罰

曹

を

…

一

一

一

連

按

し

よ

う

高

時

配

綬

淀

川

三

一

年

芸

術

内

に

事

令

部

買

に

行

っ

た

撃

で

は

需

は

明

批

襲

撃

言

動

販

議

が

ゑ

増

し

て

い

ま

は

こ

十

一

多

数

澄

さ

れ

て

お

り

、

昨

鳥

畑

曜

の

す
。
版
発
織
で
売
ら
れ
て
い
る
ポ
ル
ノ
年
十
舟
的
総
畿
と
詑
ぺ
る
と
、
六
合
数
湘
問
山
/
年
が
混
代
社
会
を
ど
フ
考
之
、

誌
は
、
心
身
と
も
に
未
成
帥
聞
な
宇
w
h
y
年
中
山
然
、
れ
た
も
の
の
、
料
判
然
さ
れ
た
も
の
数
人
官
に
対
し
て
符
を
緩
み
、
ま
た
、
ど

は
と
っ
て
き
わ
め
て
削
刺
激
的
で
、
ゆ
が
も
二
円
あ
り
、
滋
液
凝
散
は
一
選
…
淵
叫
ん
な
人
生
を
取
も
フ
と
し
て
い
る
め
か

ん
だ
性
的
欲
求
を
一
劫
殺
し
、
日
い
て
は
を
続
け
て
い
ま
す
ゐ
を
的
問
凶
鮒

n
替
は
山
碍
を
一
足
た
か
仰
を
え
て

性
的
処
絡
を
れ
き
起
こ
す
も
の
と
し
て
符
議
治
議
H
動
波
発
機
内
抑
制
に
は
、
議
悠
を
交
え
な
が
ら
絞
殺
し
た
い
と

然
科
的
対
象
と
な
ゥ
て
い
ま
す
。
附
門
と
い
っ
て
も
地
域
住
川
同
町
皆
さ
ん
の
必
い
ま
す
号

湾
台
年
を
と
り
ま
く
環
境
帯
化
合
ぷ
ご
協
力
が
必
獲
で
す
3
8融
制
絞
必
繰
を

va時
む
同
月
十
八
罫
へ
土
い
午
後
一

場
か
ら
、
市
で
は
そ
巧
溶
液
凝
動
を
い
授
か
せ
な
い
、
有
害
創
世
貯
金
策
わ
せ
f
o

時
ぷ
十
分
か
ら
間
四
時
一
一
一
十
分

ち
脳
・
〈
爽
柏
崎
し
、
場
所
後
州
問
者
や
綴
売
い
、
子
ど
も
に
見
せ
な
い
ド
を
合
霊
祭

wv
会
場
時
間
制
関
枕
間
賞

i
市
日
式
会
一
銭
大
ホ

総
務
に
対
し
て
、
尚
料
品
刷
、
撤
去
を
綴
気
に
、
私
た
ち
の
地
域
か
ら
有
官
官
附
問
機
を

i
ル
燃
淡
会
i
会
議
出
市

抽
出
く
融
制
き
か
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
人
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

V
融
豆
加
対
象
中
・
蕊
仇
判
決
、
鈴
労
青

司
削
刺
激
州
問
者
表
紙
が
議
ぷ
闘
臨
剤
師
械
受
機
合
年
、
そ
の
他
点
可
申
〆
年
開
州
制
捕
に
関
心
的

あ
る
方
3

7
応
募
方
法
ハ
庁
キ
に
役
所
・
氏
名

a

年
総
・
包
年
同
番
号
‘
絞
殺
(
学
年
)

在
、
域
調
。
殺
は
川
仰
を
日
比
た
か
。
m
山総

賞
と
半
同
世
相
十
め
つ
ど
い
春
初
稔
淡
い
と

明
犯
し
、
殺
孫
子
市
校
Mm子
…
八
五
五

役
会
教
育
謀
者
A
Y
草
川
相
談
員
事
務
弱
ま

で
七
汗
ト
日
ま
で
に
山
申
し
込
ん
で
く
ご

さ
い
a

V
土
地
催
市
』
有
山
下
恒
小
川
引
出
州
民
感
絡
協
線
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伸
一
一
盟
民
一

J
一一色ド;;ー
γ二
去
、
野
草

J
L
号
、

ー
一
一
年
金
一
難
訴
事
顧
¥
封
¥
議
議
主
義
語

?
一
あ
な
た
は
、
阪
災
年
金
に
総
入
し
て
加
入
手
紙
一
符
合
し
て
、
深
険
料
い
か
納
付
れ
る
や
さ
が
あ
り
ま
す
…
笠
思
議
入
者

約

一

い

ま

す

か

令

さ

れ

て

い

る

か

、

議

委

け

て

い

な

を

雪

泊

ー
…
回
出
附
何
年
金
は
、
滋
林
挽
紫
、
蹴
間
不
知
輪
、
け
れ
ば
賂
宜
百
年
金
な
ど
の
保
時
慨
も
あ
り
七
芹
末
日
ま
で
に
免
臨
時
中
減
配
し
て

一サ

1
r
ス

業

な

ど

め

人

と

そ

の

家

族

丹

ま

廿

ん

。

い

と

幻

く

と

、

今

年

丹

羽

n
円
か
ら
む
ニ

た
め
の
説
会
縦
波
で
す
。
厚
生
年
金
や
こ
め
よ
う
な
こ
と
に
な
・
り
な
い
主
て
う
…
和
問
機
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
e

共
演
綴
合
な
万
倒
的
部
余
制
度
に
総
入
ニ
十
殺
に
な
っ
た
入
、
紙
生
年
念
や
共
保
険
料
が
免
時
賄
容
れ
で
も
、
隣
泰
年
金

し
て
い
な
い
、
一
一
十
殺
か
ら
滋
十
九
歳
済
組
合
な
ど
能
的
主
制
擦
を
や
め
た
な
ど
は
、
治
め
た
人
と
附
じ
誉
会
け

ま
で
の
野
本
間
凶
畏
で
、
開
邸
内
に
総
所
内
入
は
、
ナ
ゃ
隠
民
年
会
的
被
入
争
付
税
き
ら
れ
ま
す
の
で
z

未
納
の
ま
ま
に
し
な

あ
る
人
は
す
べ
て
淑
人
す
る
こ
と
に
な
を
し
マ
〈
ど
さ
い
ら
い
で
宅
か
な
い
吋
ず
免
掠
申
議
を
L
て
く

っ

て

い

ま

て

保

険

料

の

叫

納

付

が

屈

難

だ

き

い

9

国

民

年

金

制

郡

波

へ

総

入

し

、

二

十

五

た

だ

し

老

齢

年

余

は

、

数

時

附

を

一

是

け

卒

以

上

(

生

書

誌

に

よ

り

…

…

高

卒

な

人

は

免

橡

惨

楠

令

長

閑

だ

け

一

弁

会

議

内

部

仇

ま

か
ら
十
年
に
鋭
的
制
)
探
検
料
を
出
閉
め
ま
附
悶
災
一
年
金
の
寸
の
で
、
保
然
科
を
約
め
ら
れ
る
よ
う

Z、

2綾
か

ら

老

齢

年

金

事

保

険

料

は

ふ

司

引

L
d

に
な
っ
仕
事
長
を
し
て
〈
だ
さ

げ

ら

れ

ま

す

幼

月

2から土一か室丹…判ド料ド戸パ喝守芳!グど
λ九げぷ蝉蝉-い勺。十主主年按一

し
か
し
、
加
入
め
晶
挙d
村
絞
料
懇
が
噛
滋
盟
れ
ま
に
つ
き
附
磁
悶
千
?
況
品
刊
川
:
ゑ
い

υ川いa
…
受
け
た
品
滋
一
時
の
出
係
附
叫
倹
哨
州
料
竹
T
山納桝
ω伶吋すす，吻る号φ守》ニ}
 

す

Zと‘
老
齢
年
金
が
喜
受
け
ら
れ
h
な
袖
い
蝋
鴻
哨
滋
高
伶
に
芸
な
り

2ま
…

TA
己

JJλ一fJλ!JJ官ム
一
《
灼
一
介
吟
勾
J
ψ
w
'とfc£守ふ三が李で

Eきま
手
す
o

会
が
あ
り
ま
す
e

た
と
え
ば
、
一
一
一
支
し
た
三
期
誠
一
い

j

ぺ
i

u

V
免
除
申
線
事
続
き
霊
平
殺
害

議
以
上
に
な
っ
た
人
は
、
こ
れ
か
ら
加
の
係
険
料
は
、
出
叩
鴻
制
問
榊
叫
慨
を
間
制
欲
し
て
あ
り
ま
す
母
印

入
し
て
、
か
か
事
ず
係
険
料
者
納
め
て
も
も
っ
納
付
し
ま
し
た
か
号
鐙
を
悼
門
事
し
て
挙
総
事
を
し
て
く
だ
さ

も
、
二
十
五
年
め
納
付
期
間
が
な
く
、
失
業
の
た
め
、
収
入
が
h
y
な
か
っ
た
い
。

数
齢
専
念
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
q

ま
た
、
り
、
綴
気
や
ケ
ず
で
医
療
噛
闘
が
か
さ
ん
争
問
い
合
せ
富
田
滞
年
金
調
蹴
此
致
問
附
ま

機
然
や
け
が
が
も
と
で
、
出
陣
護
者
に
な
M
h
~
的
、
問
問
険
料
の
納
付
が
閣
総
な
人
で

q

て
し
ま
っ
た
場
介
で
も
、
き
ち
ん
と
は
、
車
し
織
に
よ
り
傑
品
開
料
が
免
除
聞
き

〈
作
文
の
部
v

車
時
大
切
さ
た
ち
が
、
の
ど
が
か
わ
い
た
と
き
も
、
よ
く
や
る
ね
。
」
な
ど
と
、
い
つ
も

総
本
小
六
年
新
農
致
乎
み
ん
な
ホ
を
欽
h
M
L
‘
手
を
洗
う
と
尋
、
汚
水
嶋
総
同
怖
の
葱
読
み
た
い
な
こ
と

水
は
私
た
ち
に
と
っ
て
と
て
も
大
石
け
ん
ど
け
あ
っ
て
も
治
水
が
な
け
れ
を
五
一
習
っ
て
い
ま
し
た
~
が
.
こ
の
話
を

明
な
も
の
で
す
r

ば
、
あ
わ
も
た
ち
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て
陀
い
て
品
高
皿
、
吋
あ
ん
な
に
き
た
な

自
本
は
本
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
ふ
り
返
っ
て
み
て
も
、
水
は
滋
た
ち
の
い
こ
左
で
も
.
怠
た
ち
の
た
め
に
や

絞
め
い
た
佐
野
港
は
暑
い
の
に
、
本
は
ほ
と
て
も
火
習
な
役
割
を
し
て
く
れ
て
い
っ
て
く
れ
て
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が

ん
め
わ
ず
か
し
か
あ
り
ま
せ
ん
a

そ

の

る

の

で

ナ

。

と

い

ね

。

…

な

ど

と

話

し

合

う

よ

う

た
め
脊
議
は
中
関
か
ら
水
を
が
い
て
〈
き
て
、
水
的
大
知
事
が
わ
か
っ
て
、
に
な
ワ
ま
し
た
。

-
a
り

し

て

い

ま

し

た

る

今

度

は

「

水

は

ど

う

や

っ

て

T
き
て
い
こ
れ
か
ら
も
‘
水
は
そ
ま
つ
に
あ

釘
…
あ
る
日
、
二
、
一
ニ
E
木
ど
う
か
ら
仰
向
る
か
。
い
を
考
え
て
み
る
と
治
水
や
絞
っ
か
わ
な
い
よ
う
口
心
が
け
た
い
と

間
一
か
め
た
め
に
本
が
出
な
い
こ
と
に
な
り
下
水
ば
か
り
で
な
〈
よ
ご
れ
た
本
培
地
捕
鯨
い
ま
す
闘

ー
一
ま
し
た
a

そ
ん
な
と
き
は
お
ふ
ろ
場
、
化
そ
う
い
い
行
事
、
そ
の
浄
化
そ
つ
で
き

日
一
又
辻
パ
ケ
ソ
い
っ
ぱ
い
心
本
を
た
め
、
れ
い
に
な
勺
た
水
が
汚
水
婚
後
四
明
ヘ
行

川
…
料
穫
を
す
る
と
き
、
水
を
鉄
か
と
撃
に
っ
て
、
そ
こ
で
さ
ら
に
そ
の
水
を
き
れ

h
一
法
、
そ
こ
か
ら
く
ん
で
枯
世
う
こ
と
が
あ
い
に
し
、
次
に
川
へ
流
し
ま
?
。
そ
れ

『

酷

』

り

ま

し

た

。

か

e

旬
、
そ
の
川
内
水
警
む
い
て
そ
れ
ぞ

4
一
そ
れ
に
比
べ
て
読
本
は
ど
う
で
し
ょ
れ
丹
後
際
へ
行
く
。
と
い
う
繊
番
に
な

一
つ
。
と
て
も
木
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
ま
す
a

っ
て
い
ま
す
会

一
一
世
相
'
v
…
幻
か
ら
と
寄
っ
て
本
を
む
幻
使
い
し
た
こ
ん
な
に
た
い
へ
ん
な
校
棋
を
お
と

句

d
竜
一
り
、
綴
も
な
い
の
に
水
ど
フ
の
じ
ゃ
ぐ
事
ん
や
、
お
ば
き
ん
が
や
っ
℃
い
る
ニ

一
ち
を
か
ね
っ
て
滋
ょ
こ
と
は
で
き
ま
せ
と
に
然
が
付
棒
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
α

蜘
師
同
一
ん
。
本
は
私
た
ち
に
と
勺
で
欠
か
せ
な
い
つ
も
あ
ん
な
い
器
た
な
い
も
の
を
し

“

4
一
い
と
て
も
大
切
な
も
の
な
宏
、
十
。
犯
ま
つ
し
て
い
た
り
し
た
ら
ぶ
た
な
い
g

〈ポス?ーの譲事〉

宅金、ら
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市堂f主著5・特剥県営性宅

=宮家3芦募集ここここここ=

つ
ぎ
の
と
お
り
等
一
線
し
ま
す
G

V
入
経
資
格

mw滋
内
に
議
後
し
後
民
登
録
を
し
て
い

る
入
、
ま
た
は
潟
市
刊
に
勤
務
し
て
い
る

人
ω現
に
住
宅
に
照
自
制
し
て
い
る
人

内W
築
後
何
月
間
帆
珂
捌
が
五
万
五
千
同
円
か
ら
九

万
滋
苧
附
門
ま
で
の
人

百v
募
築
制
醐
防
七
時
月
十
本
爵
(
水
}
ま

で帯
申
し
込
み
鴨
宮
本
庁
叫
組
織
様
、
お
食

品
川
ね
用
意
し
て
い
ま
す
。

曹
一
問
い
合
せ
綴
絡
線
建
築
日
開

7 il Hl午前10蒋から

七
月
一
宮
(
木
)
午
前
十
時
か
ら
附
関

紙
常
的
鴇
絡
会
柴
崎
踏
切
・
下
ヶ
戸
出
糊
紛

が
欄
間
醐
問
書
れ
ま
す
。
な
お
、
国
内
口
H

か
ら

松
野
谷
織
的
中
行
殺
'
由
同
絞
率
的
進
行

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
食
泌
総
滋
は
九

斜
丹
一
日
の
予
定
で
す
，

凪
臓
藤
宮
中
散
布

M
ワ
冷
酷
耐
と

mm・日制出制

つ
宮
内
と
お
り
、
木
山
酬
の
幾
議
後
中

軸
棋
戦
を
品
目
い
ま
す
e

。
七
月
十
際
関
(
火
)
、
二
十
九
日

(
本
)
村
総
出
川
沿
い
本
開

。
七
月
十
五
日
(
氷
)
、
ぷ
十
日
(
本
〉

事
鎖
、
湯
治
い
水
田

時
簡
は
午
線
開
問
時
一
一
一
十
分
か
ら
九
時

頃
ま
で
〈
域
別
炎
、
漁
師
帆
中
止
)

V
注
意
*
数
割
区
域
水
間
関
山
内
に
立
九
入

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

場
山
依
命
的
肌
域
隣
接
の
家
震
は
、
散
布
中

一
一
戸
咲
い
閉
め
て
く
ど
き
い
。

本
沈
滞
物
な
ど
は
、
齢
胤
布
終
了
後
に
子

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
郷
土

V
串
し
ぬ
み
山
官
製
ハ
車
キ
(
H
口
俊
)

の
良
さ
を
決
め
つ
つ
、
犠
し
く
仲
間
同
た
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
グ
サ
」
、
性
鋭
、

ち
と
仲
良
く
学
副
闘
す
る
こ
し
九
円
液
凝
年
齢
‘
電
話
餐
号
を
記
入
し
て
、
殺
絡

の
あ
る
こ
と
で
す
。
み
な
事
ん
め
引
い
綾
子
新
罰
一
一
一
問
問
中
卓
八
公
民
館
ま
で

仰

を

持

っ

て

い

ま

ず

。

四

v
綴
抑
制
H
V

七
月
六

g
(月
)
ま
で

V
窓
蹴
純
一
応
十
名
消
印
有
鮪
初
、
多
数
め
と
き
は
徳
選

官V
受
臨
時
場
所
中
東
公
然
帥
賭

V
時
間
い
骨
骨
中
世
公
開
片
付
時
官
入
一
一

V
対
象
市
内
在
住
で
一
一

f
級
以
e
仁川川

C
r江
一
五

気
軽
に
ご
利
男
し
ま
せ
ん
か
日
山
崎
長

2Loa

結

措

綱

領

議

所

を

開

設

*

所

得

税

法

込

山

手

老

人

校

長

続

投
会
港
後
協
議
会
で
は
セ
何
月
五
羽
所
に
岡
市
意
)
一
漁
本
本
胤
(
分
身
事
礼
族
が
あ
る
人
に
つ
い
て
は
、
止
め
全
品
目
駅

百
〕
か
ら
結
婚
指
談
を
月
甘
い
ま
す

a
m
h‘
後
五
は
の
も
町
」
一
饗
な
お
、
山
中
い
い
在
人
狭
義
綾
桟
一
人
に
つ
き
し
ハ
W
M
m
門

ご
気
終
日
い
お
い
で
く
だ
さ
い
c
L
込
み
燃
紙
は
郵
送
む
し
ま
す
‘
告
知
絡
し
た
念
品
側
、
与
ヲ
る
。

事

餓

日

時

野

綾

一

日

曜

お

よ

び

芸

い

奪

役

会

霊

協

議

会

「

日

;

吃

帥

第
二
一
品
早
約
十
時
か
ら
午
後
一
等
宮
入
殴

i
一

五

三

九

一

2
5一M
一M

M

;
;
 

ま
で
(
広
報
カ
レ
ン
ダ
ー
に
議

}

j

続
U

H

H

wv
欄

餓

嶋

崎

渓

務

工

会

館

一

熔

椴

総

議

!

!

ヤ

十

ー

一

ー

ー

十
一
員
一
帥
一
川
w

叫

謀

議

革

委

世

帯

霊

前

)

一

一

位

。

…

f

v相
輪

耕

雲

一

額

一

浦

市

議

制

月
ア
L

…L
…z

wv
申

し

込

み

平

続

つ

事

的

線

開

州

b

義

一

一

然

し

て

く

だ

さ

い

。

*

戸

棒

総

本

…

漁

人

一

人

一

人

*

後

必

然

一

週

*

申

し

込

み

欝

(

社

会

。

γ
一2

鋭
校
協
議
会
事
務
純
ま
た
は
福
祉
事
務

し
て
く
だ
さ
い
e

曹
関
い
脅
せ
幾
冊
目
諜

;
議
演
と
帥
耽
滋
mw
会

!

(
チ
ヤ
ヰ
チ
ィ
〉

V
持
間
同
七
月
三
十
五
E
(土
)

V
品
調
場
官
山
隣
町
会
総
ホ
ー
ル

帯
第
一
部
午
後
一
時
納
城
、
午
後
一

時
五
円
〉
分
か
ら
沼
時
ま
で
税
制
糊
可
燃
け

A

甘
い
的
中
に
学
ぷ
」
「
標
的
大
将
校
浪

記いV
第
一
一
部
午
後
間
同
時
一
一
一
。
一
分
か
ら
六

時
三
G
分
ま
で
式
典
、
議
機
、
午
後
六

時
間
間
十
五
分
か
ら
八
時
間
四
十
五
分
ま
で

映
磁
叶
際
的
大
柊
放
浪
記
」

V
入
場
鱗
創
刊
な
お
、
入
場
制
制
開
削
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
“
(
総
削
ぬ
叫
間
忠
治
帯
品
)

V
H問
い
合
せ
一
陥
札
慌
の
お
づ
く
り
を
寸

す
め
る
+
吊
史
的
会
、
事
務
同
碍
幅
制
紙
偽
げ
然

記
別
融
ぺ
じ
よ
り
五
一
一
…
一

録
一
後
庇
は
貸
さ
b

怖
い
、
織
り
な
い
、

穴
場
に
山
開
山
肌
付
拡
を
抽
他
人
に
貸
し
た
り
、
ん
明
仰
向

口
預
け
っ
ぱ
な
し
に
し
た
り
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
副
島
わ
ぬ
川
制
官
ぽ
を
後
る
こ
と

に
む
り
ま
す
。
ま
た
不
一
北
ぷ
総
務
十
れ

ば
刷
出
せ
ら
れ
ま
す
a

山
内
品
開
廷
は
、
あ
な

た
め
線
機
密
守
る
大
習
な
包
帯
で
す
。

絞
り
探
い
に
は
な
?
っ
ぷ
ん
法
意
し
ま

l
v
ょ、
7
q

保
険
証
由
更
新
を

沢
和
手
続
に
必
要
な
も
の
は
、
山
叩
W
間
半

間
保
総
統
一
幹
叫
ん
也
)
で
す
。
ま
だ
出
足
絞

を
し
て
い
な
い
人
は
、
千
台
ι恋
心
市
役
所
て

更
娠
し
、
安
心
で
総
綾
な
終
ケ
を
漁
ご

し
ま
し
、
?
っ
e

150 

震基
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V
持
参
す
る
る
の
母
子
畿
地
明
子
印
税
と

問
問
徐
州
刑
(
記
入
も
れ
の
な
い
よ
う
)

d

喝
一
歳
大
和
問
円
閥
均
縫
療
絵
筆

渡議利之助さん

約
保
健
所
か
ら

宮

O
四
・
町
二
〈
六
七
)
…

療

榔

閥

、

穏

談

、

乎
肢
の
動
与
や
終
的
外
川
内
的
な
心
ね
慌

の
あ
る
子
ど
も
約
制
談
令
毎
月
行
3

て

い
ま
す
の
で
一
一
制
竹
馬
く
幻
き
い
P

V
E時
む
w
H
・
1
五
毘
(
本
〉
受
付
一

時
か
い
り
一
一
時
ま
で

V
蝿
噌
信
用
柏
然
的
措
所

w
v
持
品
世
ず
る
も
の
滋
子
線
機
手
続

一
品
川
総
浴
後
康
診
笈
~

V
対
象
児
双
包
十
三
年
凶
同
月
一
日
か
ら

九
丹
波
ト
nu
ま
で
に
生
ま
れ
た
~
兜

w
v
方
法
ア
ン
ケ
ー
ト
を
対
象
務
に
七

円
月
上
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
i

ト
的
結
弟
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帥
階
鈴
絡
が
あ
高
官
と
恩
わ
れ

る
万
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い
絞
め
て
通
知
い
た
し
ま
す
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桜
丘
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ケ
i
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な
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お
は
次
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事
項
を
ハ
力
キ
で
お
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い
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(
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入
事
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級
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入
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、

(
郵
滋
先
)
杭
間
前
約
一
一
五
五
品
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線
機

所
一
…
一
蹴
兇
係

心
綴
疾
酬
臨
海
療
資
蝿
個
絞

心
機
宿
を
心
め
阿
部
れ
る
子
ど
も
の
脳
相

談
を
行
い
ま
す
。
制
刊
用
ご
議
滅
的
方
以

後
約
で
申
し
込
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ぞ
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。
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バ
一
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1
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日
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申
込
方
法
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1
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付
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人
泌
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0間関七

ん
も
長
約
=
+
五
し
ピ
ン
チ
、
説
と
背
は
川
町

ね
ず
み
忽
、
同
相
は
長
め
で
恥
丸
山
川
い
山
地

ぷ
山
口
い
斑
点
が
あ
っ
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P
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滅
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、
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ソ
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。
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を
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h
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滋
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司
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双
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佐
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伐
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グ
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家
か
来
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白
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取
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M
m
軒
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仁
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ヒ
メ
ン
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内
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波
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m
き
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ろ
ふ
出
町
時
内
俄
だ
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訪

問

向

日

比

ゆ

竹

沢

す

口

ブ
ラ
ジ
凡
め
叔
父
は
来
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て
M
M
日
間
的
点
五
十
年
ぶ
り

に

欽

み

て

楽

し

れ

M

m

臼

援

照

子

池
内
法
的
八
識
の
く
九
な
し
ふ
く
匂
み
て
持
つ
は
め

か

に

夏

は

車

に

け

り

端

部

自

殺

訂
↓
…
十
格
付
引
は
れ
た
る
ン
ャ
タ
ナ
ゲ
を
時
点
h
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す
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た
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り

見

て
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葉
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鈴
木
幸
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闘
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骨

母

設
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相

秘
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紙
娠
中
約
一
瀬
健
総
生
児
丹
生
制
服
山
間

品
晴
山
川
胡
盟
踊
醐
勝
隆
段
、
中
京
絞
リ
前
科
幽
な
ど
に
つ
い
て
、
市
の

い
一
墜
珍
(
は
し
獄
事
件
関
綾
脇
町
、
山
長
崎
が

ι主的
民
律
的
な
ま

川
一

Ff
し
ま
す

ー
一
幼
児
丹
市
役
持
一
一
は
し
か
)
の
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山
叫
掩
集
中
μ

月
九
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一
ホ
〉
お
患
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税
引
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一

時

主
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議

附

問

で

寄
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い

ま

言
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す

の
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君
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暴

還

に

申

込

議

士

号

六

円
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義

中

的

喜

一
が
用
在
し
て
あ
り
ま
す
か
り
↑
殿
様
取
し
と
帯
情
淀
、
紛
糾
あ
生

一
込
ん
で
〈
だ
さ
い
よ
一
印
後
と
母
子
手
続
態
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七
月
A

一
十
一
一
…
日
一
本
)
母
乳
常
託
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一
会
会
事
し
て
く
だ
さ
い
)
あ
ち
ゃ
ん
の
訓
常
識
応
援

マ
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山
舗
義
一
夜
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八
か
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円
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域
内
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門
司
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れ
け
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生
日
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山
地
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作
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今
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ヴ

対
と
し
て
寂
科
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な

η
ま
す
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時
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関
午
前
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時
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4
感
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台
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械
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叶
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…
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…
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R
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陪
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…
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縫
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熱
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簸
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仁
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…
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、
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会
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お
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問
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亙
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室
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、
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史
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滋
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を

;

:

V機
一
問
中
央
公
M
民
総
料
理
議
事
日
常

V応
募
先
立
間
流
湘
吋
品
川
終
生
活
同
開

成
崎
市
創
刊
之
助
さ
ん
は
市
ニ
の
大
会
を
を
か
ね
て
釣
を
は
じ
め
て
病
み
つ
き
引
を
十
は
大
遊
泳
咲
か
き
か
な
い
。
村
…

v婆
醐
一
室
町
民
主
持
H
4
や
さ
タ
1
1

物

線

モ

ニ

タ

ー

を

山
閉
校
し
た
鼎
刊
紙
王
将
苦
笑
条
内
会
な
る
。
対
日
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治
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滋
勺
科
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げ
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で
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段
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家
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時
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日
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。
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作
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。
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縫
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